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Abstract 概 要

日本国内のアサリの生産量は減少傾向にあり、資源維持のために国内外から放流用種苗の導入などが
行われています。北海道のアサリの生産量は横ばいの状況にあるものの、資源の減少が生じた場合には
道外などからの種苗の持ち込みが行われる可能性があり、これに伴う遺伝資源のかく乱や病気等の持ち
込みの懸念があります。そこで本研究では、北海道産アサリの人工種苗生産技術の開発を行いました。
まず、アサリの採卵条件を調べた結果、親の肥満度と得られる浮遊幼生の間に明確な関連性はなく、産
地毎の天然成熟時期のアサリを用いることで、採卵は問題なく行えることがわかりました。次に、アサ
リ浮遊幼生の飼育条件を調べた結果、密度と飼育水温を適正に保つことで、市販の餌料の給餌で高い生
残率で育成できることが明らかになりました。最後に、着底したアサリ稚貝の育成方法を検討した結果、
ダウンウェリング水槽を用いて飼育することで、密度と給餌量に応じた数と大きさの種苗が生産できま
した。得られた知見は、アサリ種苗生産概要にまとめ、技術の普及を行いました。

Results 成 果

アサリ親貝の肥満度と、そ
れから得られた受精卵がD型
幼生に移行する割合の関係
を調べた結果、両者に関連
性はなく、天然の成熟時期
であれば親貝の状態にかか
わらず採卵が可能であるこ
とが明らかになりました。

２ 幼生飼育安定化試験

１ 親貝飼育試験

D型幼生
（約100μｍ）

着底期幼生
（約220μm）
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アサリのD型幼生か
ら着底期幼生までの
飼育条件を検討した
結果、適切な密度、
水温給餌条件の下で
あれば、飼育期間３-
５週間程度で比較的
高い生残率で着底期
幼生が得られること
が明らかになりまし
た。

y = -2.1697x + 87.203
R² = 0.0769
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Major recent achievements 研究成果の発表等

■本研究を通じて得られたアサリ種苗生産技術
は、上ノ国町や瀬棚町に技術普及を行い、アサ
リ種苗生産に活用されています。
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３ 稚貝飼育技術開発試験

Results 成 果

4 アサリ種苗生産概要のとりまとめ、普及

着底期のアサリ幼生をダウ
ンウェリング水槽に収容す
ることで、着底稚貝に育成
できることが明らかになり
ました。その後の稚貝の育
成は、飼育密度や給餌量に
応じて得られる数・大きさ
が変わるものの、基本的に
高い生残率で生産できるこ
とが明らかになりました。

本研究を通じて得られた成果は、
アサリ種苗生産概要としてまと
め、上ノ国町や瀬棚町に技術の
普及を行いました。
このうち、上ノ国町では実際に
アサリの種苗生産が実施され、
稚貝が得られました。

着底稚貝
（約500μｍ）

稚貝（約10mm）

着底期幼生
（約220μm）

ダウンウェリング水槽

上ノ国町で生産されたアサリ人工種苗


